
令和７年５月１５日（木）

山本一太群馬県知事

定例記者会見



『葬送のフリーレン』公式X

※『葬送のフリーレン』公式Xアカウントより引用



本日の主な項目

◯ 知事の米国訪問

◯ 群馬県民会館

◯ TUMO Gunma



9 /5 (月)～14 (水)知事の米国訪問 5/1 (木)～８(木)

ネブラスカ州

ジム･ピレン知事との会談



9 /5 (月)～14 (水)知事の米国訪問

ネブラスカ州立大学リンカーン校

イノベーションキャンパス 代表との会談

5/1 (木)～８(木)

ネブラスカ州立大学メディカルセンター

イノベーションハブ カタリストの視察



9 /5 (月)～14 (水)知事の米国訪問 5/1 (木)～８(木)

インディアナ州

マイク･ブローン知事との会談



9 /5 (月)～14 (水)知事の米国訪問 5/1 (木)～８(木)

インディアナ州に進出している

群馬県企業との対策会議
インディアナ州

イノベーション庁(仮称)との会談



9 /5 (月)～14 (水)知事の米国訪問 5/1 (木)～８(木)

インディアナポリス子ども博物館

歓迎レセプション



現在の県民会館は “廃止”

“新しい文化拠点” の整備を検討



これまでの経緯

令和元年 11月 県有施設のあり方見直し

令和２年 10月 県有施設のあり方見直し 中間報告

令和２年 12月 県議会 決議（全会一致）

令和３年 １月 市民団体から約2万筆の署名

県有施設としては “廃止”を検討

施設を存続させるには多大な改修費用が必要

幅広い意見を取り入れて慎重に検討すべき



これまでの経緯

多大な費用をかけてまで、県有施設として

将来にわたって維持する必要性は低い

群馬県と前橋市が連携して施設を存続

大ホールおよび附帯施設の利用に機能を縮小し、

当面の間、施設を存続させる

令和３年 10月 県有施設のあり方見直し 最終報告（改訂版）

１

２

要望等を踏まえて



利用状況分析

これまでの経緯

様々な手法で 施設の必要性を慎重に検討

01

03

02

03

県民アンケート

前橋市との意見交換

04

文化審議会からの意見聴取

05
知事による現地視察

あり方見直し報告書の方針と異なる要素はない



廃止の理由

H1 H10 H20 R1         R4  - R6

42万人

24万人

11万人

ピーク時の1/2

ピーク時の1/4

施設を存続したが、利用者は減少

改修は利用者減少の根本解決にならない

■ 大ホール年間利用者数

県民ニーズの減少

【存続後】
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H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

廃止の理由

県民の発表の場としての利用が減少

市町村単位のホール整備が進み

県民が進んで県民会館を選ぶ理由ない

※ R3は、コロナ禍で
学校の練習用途の利用が急増

半減

■ 文化芸術（県民の音楽発表等（学校･団体･自主事業･県域行事等））

県民ニーズの減少01



関心がない

19.0％

必要ではない

48.6％

必要

32.4％

県民アンケート（R6.12)

廃止の理由

10年で50億円以上の工事費

物価高騰で更なる費用増の可能性

県民ニーズ減少を踏まえると

多額の投資を行う理由はない

施設の必要性
（改修費用の情報あり）

施設存続に多額の改修費02



ニーズの汲み取りから丁寧に検討を進めていく

県の重要な役割

県民の文化活動を支える場の提供

文化活動の多様化 未来志向の考え方多様なニーズ

新たな文化拠点

今後の方針



▍多彩な機能によるシナジー

魅力的な“機能”を集積･組み合わせ

“多くの県民”が集う場所に

▍ハイブリッド型文化拠点 - 群馬モデル -

人口減少時代を見据え 複数施設を統合

ワイズスペンディングと県民幸福度向上を両立

学び
機能
学び
機能
学び
機能

文化
機能
文化
機能
文化
機能

アート
機能

アート
機能

アート
機能

デジタルデジタルデジタル

現在のイメージ

多彩な機能がシナジーを生む
群馬の新たな価値を創るハイブリッド型文化拠点



7/19
Gメッセ群馬4階 OPEN

2025                 Sat

アジア初

利用無料



無料体験会

期 間 6/2~7/18 の原則土日
（希望により平日もあり）

対 象 県内外の中高生

内 容 ･施設見学
･8つのプログラム先行体験

3Dモデリング ゲーム開発 グラフィック
デザイン

アニメ－ション

プログラミング 2DCG モーション
グラフィック

映像制作

生成AI
追加予定



赤城山景観ガイドライン策定

基本理念
Akagi Well-Viewing

誇るべき自然と質の高い景観を守り伝えていく

3つの基本方策

「らしさ」を守る１ 「地」を作る２ 「まとまり」で演出する３

映えさせるもの､
馴染ませるもの等
景観をカテゴライズ

関係者で赤城の魅力を
共有し､エリア全体の
価値を向上

独自の景観的特徴や
動植物､歴史を守る



赤城山景観ガイドライン策定

対象範囲

大沼

県立赤城公園と
その範囲内の民有地

大洞商店街

覚満淵

赤城神社

小沼

対象物 建築物/広告物/工作物
など

デザインコード(例)

建築物を新築･修繕する際は

赤城の自然に近い色を使用

高さを

13m以下に

詳細は

コチラ→



放送スケジュール

新たな群馬県広報番組「アニメの星☆」

県内の若き声優を発掘･応援

6/17 火

番組内容

以降 毎週火曜19時から放送

19:00～19:30

★ プロ声優が県内高校訪問
★ 2つのオーディション実施（高校出張･一般）

優勝者は…

群馬県舞台のショートアニメ声優に

一般オーディションの

応募はこちら→



グリーンボンドの発行

令和７年７月

① 100億円
（10年満期一括債）

法人投資家

調達資金の活用事業(例)

購入単位 1,000万円

尾瀬国立公園の

環境整備

購入対象

発行時期

発 行 額

詳細は

HPへ →

② 50億円
（ ５年満期一括債）

河川改修等の

水害対策



群馬県知事 山本 一太 の直滑降ストリーム

5月16日(金 )
20時～配信

#5

県議酒井 宏明

県議と知事の紅茶懇談



公用車等のNHK受信契約状況

今年２月 愛媛県がNHK受信料の未払いを発表

経緯

以降

群馬県も独自に調査を行い 未払いが判明

県所有のカーナビ（テレビ視聴機能）付
公用車や携帯電話などが未契約

全国の自治体で未払いが判明



公用車等のNHK受信契約状況

台数対象 うち未契約台数

257台338台公用車
カーナビ（テレビ視聴機能付）

95台95台公用携帯電話
（ワンセグ等機能付）

未契約分の速やかな契約締結､未納受信料の適切な対応
テレビ視聴機能の必要性の精査･入替え

未払い額 総額 約2,000万円
今後の対応


